九州大学の巻(教室紹介VI) by unknown
Title九州大学の巻(教室紹介VI)
Author(s)







教 室 紹 介 Ⅵ
九 州 大 学 の 巻
今回は九州大学の物性関係研究室の御紹介をしたいと思います｡先づ理学部物理学教
室には11の講座があり,その内訳は素粒子 ･原子核関係4講座 (理論2,実験2),也
















































































































































































助 教 授 高野修三






































































構成は,入江富士男 (教授),草柳英一郎 (講師),竹尾正勝 (助手), 吉田啓二 (助
辛)と大学院学生が,住吉 (D2),円福 (M2),田雑 (M2),浜崎 (M2),岩下(Ml),



























































































ィ)パルミチン酸カリウム ー 水系 - I{ の広巾および狭巾NMRの測定よりゲ′レ
-液晶相転移に対するK+や Na'ィォンの効果を研究
ロ)パルミチン酸カリウム ー 水系,パ/レミチン酸ナトリウム ー 水系 一 電気伝導
の測定





















































･分子の衝突 ･解離過塩をとりあげている｡この第 2の方向も第 1の方法と有機的に結
びついていないと価値が少ないので,現在では両方の研究が並行して行われている｡ 組
織としては教養部教官 2名 (竹田宏,大旗淳)と理学部大学院学生2名 (吉田唯一, 赤
桧良造)である｡ (文責 大旗 )



































理論 :矢嶋 (教授),河野 (助手),小木曾 (D3-九大理所属),岩倉 (Dl,在米)
楳木 (M2)
実験 :河合 (助教授,在スイス),長谷川 (助手,休職中),中村 (助手),
御手洗 (D2),田中(Dl,在名大プラズマ研)
である｡ 他に理論では,小林謙二氏 (理),及川正行氏 (応力研),赤間八郎氏 (教養),

















































高純度鉄単結晶を作製し,電子線照射 (77oK KUp-LINAC), 中性子線照射
(-5oK,20oK,JRR-3,KUR-LTL)を行なった後種々の測定を行う｡ (照射は
全員) a)降伏強度の測定(安部,青野) b)電気抵抗測定 (安部) C)内部摩擦測






















2.2.2 超高圧電顕内照射 (二神,蔵元 )
超高圧電顕を照射実験に利用することが近年盛んに行われるようになった｡これ
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は照射率が～10~3dpa/secと中性子の場合の 103倍高いために 1-2時間の照射でボ
イ ドが発生するためである｡当研究室においても鉄,ニオブ等においてボイ ドの発生が
観察された｡主要な結果は発生の条件 (温度,転位密度)が非常に中性子やイオン照射
の場合よりも制限されていることである｡ (例,Fe325℃～350oC 転位密度
5× 109/C議付近のみ)試料が高純度になるほどこの傾向が強い.
2.3 照射以外の研究
照射実験以外に金属の低温塑性,イオン結晶中の転位,クラックの観察等を行 なって
いる｡
2.3.1 純鉄単結晶の低温塑性 (青野)
従来高純度鉄の低温の塑性のデータは殆んど得られていなかったが,試料径を小
さくする (～0.2mm¢)ことによりはじめて成功した｡ 他の体心立方金属と異なる強度
の方位依存性が4.2oKで得られた｡
2.3.2 ADP中の双晶フリンジの研究 (明石,二神)
X線 トポグラフと大型計算機による回折像の計算より双晶境界の構造決定に成功
した｡ (蔵元記)
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